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韮に

ら
さ
き崎
市
は
山
梨
県
北
西
部
に
位
置
し
、
冬
に
は
八
ヶ
岳
お

ろ
し
と
い
う
冷
た
い
風
が
吹
き
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
市

の
花
で
あ
る
つ
つ
じ
が
満
開
を
迎
え
、
秋
に
は
色
鮮
や
か
な

紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
四
季
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

　
こ
の
作
品
は
木
々
の
下
を
仲
良
く
歩
く
親
子
を
後
ろ
か
ら

撮
影
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
子
供
の
成
長
を
丁

寧
に
記
録
す
る
親
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
身
近

な
自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
森
の
学
校
」
を
未
来
の
子

供
た
ち
に
も
残
し
た
い
と
強
く
感
じ
る
作
品
で
す
。

● 韮
 にらさき

崎市　
アクセス：【公共交通機関】新宿駅からJR（特
急あずさ）で韮崎駅行き（約100分）

表紙の説明

上：山梨県富士吉田市：富士北麓公園屋内練習走路
　	　「富士ウッドストレート」

下：東京都江東区：全天候型トラック競技練習場
　	　「新豊洲Brillia	ランニングスタジアム」

部
門
優
秀
賞

（
全
国
山
の
日
協
議
会
理
事
長
賞
）

作
品
名
： 

森
の
学
校

撮
影
者
： 

中
村 

知
子

部
門
名
： 

体
験
部
門

撮
影
地
： 

山
梨
県
韮に
ら
さ
き崎
市

入 賞 作 品 紹 介
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スポーツの秋・木づかいの秋

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
２
年
を
き
り
、
使
用
す
る
競

技
場
施
設
や
練
習
場
な
ど
の
建
設
が
日
本
各
地
で
着
々
と
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
中
で
も
開
催
地
で
あ
る
東
京
都

で
は
、
新
国
立
競
技
場
※
を
は
じ
め
、
新
た
に
建
設
す
る
競
技
場
や
練
習
場
に
木
材
を
積
極
的
に
使
用
す
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
ま
た
、
10
月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
け
る
木
材
の
利
用
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

目指せ！ 2020東京オリンピック・パラリンピック
「木と緑のスタジアム」

建
設
が
進
む

東
京
五
輪
の
関
連
施
設
。

多
く
の
施
設
で
木
質
化
を
推
進

　

来
年
11
月
の
完
成
を
目
指
し
て
現

在
も
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
新
国
立

競
技
場
。
同
競
技
場
は
、「
杜
の
ス
タ

ジ
ア
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、

多
様
な
自
然
を
有
す
る
日
本
各
地
の

森
林
の
木
を
使
う
べ
く
、47
都
道
府
県

か
ら
調
達
し
た
木
材
を
使
っ
た
建
設

が
行
わ
れ
て
お
り
、
競
技
大
会
組
織

委
員
会
の
掲
げ
る“
持
続
可
能
性
に
配

慮
し
た
”大
会
の
運
営
方
針
・
計
画
を

象
徴
す
る
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が
、屋
根
部
分
の
構
造
で
す
。

こ
こ
に
は
、木
材
と
鉄
骨
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、完
成
時
に
は
屋
根
に
使
用

さ
れ
た
木
の
部
材
が
観
客
席
か
ら
見

え
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
建

物
内
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
ラ
ウ
ン
ジ
、

更
衣
室
な
ど
に
も
積
極
的
に
木
材
を

用
い
る
ほ
か
、建
物
外
周
の
軒
庇
の
軒

裏
に
は
ス
ギ
の
縦
格
子
を
使
用
し
、緑

あ
ふ
れ
る
明
治
神
宮
の
杜
と
調
和
し

た
建
物
に
な
る
予
定
で
す
。木
材
の
全

体
使
用
量
は
約
２
０
０
０
㎥
と
な
る

見
込
み
で
、木
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
「
国
産
木
材
の
利
用
に

よ
る
世
界
に
誇
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
」を

実
現
す
る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
五
輪
出
場
選
手
や
そ
の
関

係
者
な
ど
が
宿
泊
す
る
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
で
も
、「
日
本
の
伝
統
・

文
化
を
体
感
で
き
る
木
造
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
大
会
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
の
木
材
活
用
リ
レ
ー	

～
み
ん
な
で
作
る
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ザ
～
」と
し
て
、木
材
を
積
極
的

に
使
用
し
た
選
手
村
建
設
を
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国

の
地
方
自
治
体
に
提
供
を
呼
び
か
け

て
集
ま
っ
た
各
地
の
木
材
で
選
手
村

を
建
築
。
大
会
終
了
後
に
解
体
し
た

木
材
を
地
方
自
治
体
へ
返
却
し
、五
輪

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
公
共
施
設
な
ど

で
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
多
様

性
と
調
和
を
表
現
す
る
と
と
も
に
環

境
負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、新
国
立
競
技
場
以
外
に
東

京
都
が
整
備
す
る
競
技
会
場
と
し
て
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
会
場
と
な
る「
有
明
ア
リ
ー

ナ
」、ボ
ー
ト
／
カ
ヌ
ー（
ス
プ
リ
ン
ト
）

が
行
わ
れ
る「
海
の
森
水
上
競
技
場
」、

水
泳
競
技
が
開
催
さ
れ
る「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
会
場
で

も
屋
根
の
構
造
材
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

材
が
使
用
さ
れ
た
り
、内
装
が
木
質
化

さ
れ
る
な
ど
、東
京
都
が
五
輪
の
運
営

方
針
・
計
画
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
建
設

に
着
手
。同
施
設
も
大
会
終
了
後
に
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
有
益
な
活
用
方
法
を

計
画
す
る
な
ど
、そ
の
後
を
見
据
え
た

取
組
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ナイス株式会社が供給する 47 都道府県の森林認証材

※	

事
業
者
：
新
国
立
競
技
場
整
備
事
業
大
成
建

設
・
梓
設
計
・
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
共
同
企
業
体
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癒
や
し
の
空
間
の
中
で

疾
走
感
を
味
わ
え
る

「
新
豊
洲

Brillia 

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
」

　

２
０
１
６
年
12
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
新

豊
洲Brillia	

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
は
、「
誰

も
が
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ー
ト
を
楽
し
む
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
掲
げ
て
開
設
し
た
、
長
さ
１
０
８
ｍ
、
幅

16
・
２
７
ｍ
、
高
さ
８
・
５
ｍ
の
規
模
を
誇
る
全

天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
競
技
練
習
場
で
す
。

　

こ
の
施
設
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
外

皮
に
空
気
層
を
持
つ
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
フ
ィ
ル
ム
膜
構
造

※
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
フ
レ
ー
ム
に
国
産
カ

ラ
マ
ツ
の
集
成
材
を
使
用
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
１
０
８
ｍ
に
わ
た
っ
て
ア
ー
チ
状
に
組

み
合
わ
さ
っ
た
集
成
材
が
連
な
る
こ
と
で
施
設
内

は
木
の
香
り
で
満
た
さ
れ
、
ま
る
で
“
木
の
ト
ン

ネ
ル
”
の
中
を
疾
駆
し
て
い
る
よ
う
な
、
他
に
は

な
い
木
質
化
建
築
な
ら
で
は
の
気
持
ち
良
さ
や
癒

や
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
走
っ

て
い
る
最
中
は
フ
レ
ー
ム
が
高
速
で
後
ろ
に
移
動

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
疾
走
感
を
味
わ

え
る
と
評
判
で
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世

界
陸
上
な
ど
、
多
く
の
国
際
競
技
大
会
で
採
用
さ

れ
て
い
る
も
の
を
60
ｍ
×
６
レ
ー
ン
分
導
入
。
本

格
的
な
練
習
環
境
の
下
、
個
人
ア
ス
リ
ー
ト
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
使
っ
た
り
、
小
学
生
向
け
の
か

け
っ
こ
ス
ク
ー
ル
が
開
講
さ
れ
る
な
ど
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
地
元
の
方
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
来
年
に
迫
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

そ
れ
に
向
け
、木
質
化
さ
れ
た
練
習
場
が
各
地
で
開
設

　
２
年
後
に
控
え
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
、
国
内
で
は
、
森
林
資
源
の
豊
富
な
日

本
各
地
の
木
を
使
っ
て
木
質
化
さ
れ
た
施
設
が
数
多
く
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
「
新
豊
洲

Brillia 

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
」と「
富
士
ウ
ッ
ド
ス
ト

レ
ー
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

正面エントランスから見たスタジアム

全天候型 60 ｍトラック
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※
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
フ
ィ
ル
ム
膜
構
造
と
は

フ
ッ
素
樹
脂
の
一
種
で
、
透
明
で
フ
ィ
ル
ム
状
の
た
め
、

薄
く
て
軽
く
耐
候
性
に
も
優
れ
た
素
材
。
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｅ

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
透
明

感
に
加
え
、
地
震
に
も
強
い
安
全
性
も
備
え
た
開
放
空
間

を
ア
ス
リ
ー
ト
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
段
差
が
一
切
な
い

設
計
や
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
用
の
競
技
用
義
足
開
発

研
究
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
健
常

者
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
に
動
く
こ
と
の
喜
び
を
提
供
し
た
い
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
同
施
設
。
目
の
前
を
流
れ
る

晴
海
運
河
の
向
こ
う
側
で
は
、
現
在
選
手
村
が
建

設
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
２
年
後
に
迫
っ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
今
後
の
活
用
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　私たちは、普段子どもたちを対象としたかけっこ
教室を開催しているほか、一般の利用者に対してコー
チングを行うなど、施設に来た皆さんに走ることの
楽しさを伝えています。特にかけっこ教室には地元
のお子さんが多く参加し、安心・安全な場所が減っ
てきた中で周りを気にせず走り回れる「遊び場」と
して楽しんでもらっています。子どもたちからも、「ラ
ンニングスタジアムに早く行きたい！」という感想
が聞こえ、私たちの取り組みが子どもたちに少しず
つ根付いてきたのかなと嬉しく思っています。
　利用者の年齢層は幅広く、すべての方に走ること
の喜びを提供したいとの思いから、年齢・障がいの
有無を問わず指導しています。最近はバリアフリー
を謳ったスポーツ施設が増えているものの、練習場
の維持・修繕などの事情により、激しい運動を制限
しているケースも少なくありません。そうした中、
この施設は誰もが気兼ねなく運動できるため、義足
や車いすの方、目の不自由な方などが思い切り運動
できる場所として活用してもらっています。
　そして、初めてこの施設を利用された方の多くが、
デザイン性のある木質化された内装に目を奪われて
います。入り口から一歩入った瞬間に木の香りが漂
い、トラックに出ればアーチ状のカラマツが利用者
を優しく出迎える。木をダイレクトに感じる開放的
な空間に思わず走り出す方もいらっしゃるほどで、
走ることの楽しさを伝えるのに最適な場所だと感じ
ています。
　「新豊洲 Brillia ランニングスタジアム」は、選手村
と近い距離にあるため、オリンピック・パラリンピッ
クを身近に感じることのできる貴重な施設です。で
すから、今盛り上がっているこの空気を子どもたち
に伝え、いつかオリンピックに出場したいと思う子
どもが出てきてくれたらと期待しています。

スポーツの秋・木づかいの秋

多くの人に
走ることの楽しさを感じてほしい

株式会社Deportare	Partners
ＴＲＡＣ事業部　大西　正裕さん

人々の心の中のバリアフリーを目指したロゴ

ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
で
き
た
廊
下

ア
ー
チ
型
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
集
成
材

義
足
開
発
の
た
め
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
が
併
設
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国
内
最
大
級
の

陸
上
競
技
用
屋
内
練
習
施
設

「
富
士
ウ
ッ
ド
ス
ト
レ
ー
ト
」

　

山
梨
県
富
士
吉
田
市
市
内
の
富
士

北
麓
公
園
内
に
こ
の
ほ
ど
国
内
最
大

級
と
な
る
木
造
の
陸
上
競
技
用
屋
内

練
習
施
設
が
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。

愛
称
は
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
「
富

士
ウ
ッ
ド
ス
ト
レ
ー
ト
」。
木
造
建
築

の
普
及
に
向
け
た
新
た
な
拠
点
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
整
備
し
た
木
造
建
築
の
屋
内

練
習
場
で
、
陸
上
の
日
本
代
表
選
手

が
事
前
合
宿
な
ど
で
使
用
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
完
成
を
受
け
、
８
月
３

日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
。
竣
工
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

陸
上
男
子
短
距
離
日
本
代
表
の
山
縣

亮
太
選
手
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
選

手
、
桐
生
祥
秀
選
手
ら
と
小
学
生
に

よ
る
走
り
初
め
（
リ
レ
ー
走
）
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
士
ウ
ッ
ド
ス
ト
レ
ー
ト
は
延
床

面
積
１
４
０
８
・
９
３
㎡
の
木
造
平

屋
建
て
で
、
室
内
は
全
長
１
５
３
ｍ
、

幅
９
・
１
ｍ
、
高
さ
４
・
２
～
６
・
０

ｍ
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。
室
内
に
は
、

１
３
０
ｍ
の
直
線
走
路
５
レ
ー
ン
を

は
じ
め
、走
り
幅
跳
び
、三
段
跳
び
用

130m の直線走路

自然と調和し、スケールの大きな重厚感のある木造建築の外観

山梨県産材の CLT パネルを壁と天井の一部に使用

オープニングセレモニーでのテープカット
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の
踏
切
板
と
砂
場
、棒
高
跳
び
用
の
Ｂ

Ｏ
Ｘ
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋

根
下
地
の
合
板
以
外
は
す
べ
て
県
産

ス
ギ
材
を
使
用
し
て
お
り
、小
屋
パ
ネ

ル
に
銘
建
工
業
㈱
製
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
※
１
、壁

に
セ
イ
ホ
ク
㈱
製
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
、

梁
や
土
台
に
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
製
の
Ｌ

Ｖ
Ｌ
※
２
を
採
用
。
県
産
材
の
使
用
量

５
８
３
㎥
の
う
ち
、
３
０
１
㎥
が
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
木
材
量
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
を

用
い
た
木
造
建
築
物
で
全
長
１
５
３

ｍ
の
長
さ
を
実
現
し
た
こ
の
施
設
は
、

全
国
有
数
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
隣
接
地
に
は
、
木
質
化
さ

れ
た
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
内
装
と

外
装
の
仕
上
げ
材
に
県
産
の
ス
ギ
を

５
・
９
㎥
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
下
地

材
に
も
県
外
産
の
ス
ギ
を
17
・
５
㎥

使
用
し
て
お
り
、「
富
士
ウ
ッ
ド
ス
ト

レ
ー
ト
」
と
と
も
に
“
木
の
良
さ
”

を
国
内
外
に
発
信
す
る
場
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地元の高校生と仲良く疾走する桐生祥秀選手とケンブリッジ飛鳥選手

山梨県の地元の小学生からバトンを受け取る陸上男子短距離日本代表選手（左からケンブリッジ飛鳥選手、桐生祥秀選手、山縣亮太選手）

「富士ウッドストレート」に隣接するフリーウエイトトレーニング室

※
１　

Ｃ
Ｌ
Ｔ

C
ross	Lam

inated	Tim
ber

の
略
称
で
、

繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
ひ
き
板

（
ラ
ミ
ナ
）
を
並
べ
、
積
層
接
着
し
た
木

質
系
材
料
。

※
２　

Ｌ
Ｖ
Ｌ

Lam
inated	Veneer	Lum

ber

の
略
称

で
、
切
削
機
械
に
よ
っ
て
切
削
し
た
単

板
の
繊
維
方
向
を
す
べ
て
平
行
に
し
、

積
層
・
接
着
し
て
つ
く
ら
れ
る
木
材
加

工
製
品
。

スポーツの秋・木づかいの秋
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山々に囲まれた上田市内の様子

　

平
成
31
年
度
か
ら
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）の
譲
与
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、森

林
・
林
業
行
政
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、市
町
村
が
、森
林
・
林

業
に
関
し
て
知
識
や
経
験
を
有
す
る
方
を

雇
用
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、市
町
村
の
森

林
・
林
業
行
政
の
体
制
支
援
を
図
る「
地
域

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」が
平
成
29
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、こ
の
制
度
を
活
用
し
て
体
制
の

充
実
や
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
い
る
、長
野
県
上
田
市
の
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

１ 

上
田
市
の
森
林
・
林
業
行
政
の
現
況

　

上
田
市
は
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、北
は
上

信
越
高
原
国
立
公
園
の
菅
平
高
原
、南
は
八
ケ
岳

中
信
高
原
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
美
ケ

原
高
原
な
ど
の
２
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。市
の
面
積
の
約
70
％
が
森

林
で
あ
り
、そ
の
う
ち
51
％
を
占
め
る
人
工
林

人工林のメインはカラマツ林マツタケは市の特産品

市
町
村
の
森
林
・
林
業
行
政
を
支
え
る

「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
取
組 （
長
野
県
上
田
市
）

TOPICS

01
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森林教室では講師も担当上田市の林務担当職員の皆さん（前列中央が田中アドバイザー）

森林調査（写真左）や測量（写真右）の実施時にアドバイザーが指導・助言

は
、カ
ラ
マ
ツ
や
ア
カ
マ
ツ
が
主
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

上
田
市
で
は
森
林
・
林
業
行
政
を
担
当
す
る
課

と
し
て
森
林
整
備
課
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、嘱
託

職
員
等
を
含
め
約
10
名
の
体
制
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、林
業
専
門
の
職
員
の
採
用
は
行
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、一
般
行
政
職
の
職
員
が
林
業
振
興

や
森
林
整
備
等
の
実
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。こ
の

た
め
、３
～
４
年
の
サ
イ
ク
ル
で
担
当
者
が
他
部

署
へ
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、実
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
や
、職
員
の
技
術
・
知
識
の
習
熟
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

他
方
で
、国
に
お
い
て
、平
成
28
年
末
の
与
党

税
制
改
正
大
綱
の
中
で
、森
林
環
境
税（
仮
称
）の

創
設
に
向
け
て
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
新
た

な
森
林
管
理
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
は
林
務
行
政
の
大
き
な
変
革
期
と
な

る
。現
体
制
で
対
応
で
き
る
の
か
？
」

　

上
田
市
で
は
、そ
う
し
た
危
機
感
が
強
く
な
る

中
、新
た
な
仕
組
み
へ
の
対
応
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
観
点
か
ら
、地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

２ 
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

　

上
田
市
の
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
担
う

田
中
さ
ん
は
、長
野
県
の
林
務
部
局
職
員
の
Ｏ
Ｂ

で
、通
算
40
年
以
上
に
わ
た
り
林
務
行
政
に
従
事

し
た
、豊
富
な
知
識
・
経
験
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
動
分
野

も
、市
有
林
の
整
備
に
必
要
な
森
林
調
査
や
測
量

と
い
っ
た
業
務
、松
く
い
虫
対
策
、治
山
・
林
道
施

設
の
維
持
管
理
、森
林
環
境
教
育
な
ど
、多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　

田
中
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
自
分
の
持
っ
て
い

る
知
識
や
技
術
を
様
々
な
機
会
に
職
員
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
、特
に
現
場
に

出
る
機
会
に
は
何
気
な
く
森
林
や
林
業
に
関
す

る
話
を
す
る
よ
う
、心
が
け
て
い
ま
す
」と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
し
た
活
動
を
１
年
以
上
続
け

る
中
で
、職
員
か
ら
も
、「
制
度
や
事
業
の
詳
細
な

部
分
ま
で
精
通
さ
れ
て
い
る
の
で
、的
確
な
助
言

を
い
た
だ
け
て
、安
心
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
」と
い
っ
た
信
頼
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

３ 

今
後
に
向
け
て

　

上
田
市
で
は
、地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
活
用
は
、体
制
の
充
実
や
林
務
担
当
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、そ
れ
を
通
じ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

健
全
な
森
林
育
成
な
ど
、様
々
な
派
生
効
果
が
生

ま
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
こ
の
制
度
の

活
用
を
通
じ
て
、林
業
の
振
興
や
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



人

材育成の現場か

ら

鳥取県立智
ち ず

頭農林高等学校　森林科学科　
ふるさと創造科、森林科学科、生活環境科　定員合計 80 名（くくり募集）

　智頭農林高等学校は、林業が「まちの基幹産業」である智頭町にあります。智頭町は400年以上前に
植林されたと言われる「慶長杉」も残る、歴史ある林業地です。平成32年度に創立80周年を迎える当
校は「一人ひとりの生徒を大切に」を教育の根幹におき、勤労と責任を重んじ、心身とも健康で、地域産
業及び社会の発展に貢献できる人材の育成に努めています。
　森林科学科は、県内唯一の林業に関する学科であり、平成28年度から地域産業の担い手を育成するた
め地域の産業界や教育機関等と連携した県版SPH（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）事
業を実施し、人材育成、学習指導、地域連携・貢献を３本の柱とした10事業を展開しています。特に、デュ
アル・システム（長期就業体験）や森林実習（演習林での立木の伐倒、造材、搬出や作業道敷設、高性能
林業機械操作の実習等）は、地元の森林組合や林業家、県と連携して取り組んでいます。
　また、森林環境教育の一環として実施している野鳥の生態研究が、平成29年度の林野庁近畿中国森林
管理局主催の森林・林業交流研究にて「近畿中国森林管理局長賞」を受賞するなど、多方面にわたった活
動を行っています。

生徒の声 　森林科学科３年

　私は、入学当初は林業に対する関心は低かったのですが、森林や林業について学ぶにつれて興味が湧い
てきました。３年生となり、将来の職業としての林業を考え、実際の現場で就業体験できるデュアル・シ
ステムに参加しました。体験先では、立木の伐倒や造材、高性能林業機械操作や作業道敷設作業を学びま
した。中でも、安全に作業するために守らなければならないことは厳しく教えていただきました。
　回数を重ねる度に、作業員の方の無駄の無い動きに憧れを抱き、自然を舞台とする現場に惹かれ、大変
だけれどやりがいのある仕事だと思うようになりました。私は、林業を仕事にしようと決めました。これ
も、智頭農林高校で森林や林業の魅力を知ることができたおかげだと思っています。

長期就業体験での 1 コマ 演習林での伐倒演習

演習林での搬出演習 高性能林業機械操作実習 作業道敷設作業実習

長期就業体験での 1 コマ
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人

材育成の現場か

ら

熊本県立南
なんりょう

稜高等学校　総合農業科（環境コース）　
平成 28 年度入学生　環境工学科　定員 40 名

平成 29、30 年度入学生　総合農業科　定員 80 名

　熊本県立南陵高等学校は、明治36年に熊本県立熊本農業学校球
く ま

磨分校として開校し、今年で創立116
年目を迎えた歴史ある高校です。平成10年に、校名を「球磨農業高等学校」から現在の「南稜高等学校」
に改称し、「環境工学科（林業コース）」として、人吉・球磨地域の恵まれた資源と環境を生かした専門学
習を実践してきました。平成31年度からは、全学年が「総合農業科（環境コース・林業専攻）」として、
新たな歴史を刻んでまいります。
　環境工学科及び総合農業科では、フィールドワークや小

こ ま と こ

馬床演習林実習など、自然と触れ合う機会を多
く取り入れ、自然環境のすばらしさや大切さを実感できる授業を展開しています。さらに、文部科学省よ
り「SPH（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）」の指定を受け、地域に根差し、森林・林業・
木材産業の発展に寄与しうる人材の育成に向けて、ドローン研修など先進的な技術実習のほか、演習林で
の伐倒や高性能林業機械操作の実践的な実習も行っています。
　特色ある取組としては、地域林業を担う人材を育むため、昭和35年より地元の関係企業により発足した「球
磨林業奨学会」の取組が挙げられます。毎年、林業を専攻する生徒に対し年間12万円の奨学金を交付いた
だき、これまで多くの生徒が自覚と誇りを持って学業に励み、地元森林組合や関係企業で活躍しています。
　今後も、この素晴らしい人材育成のリレーを後世に繋げられるよう、地域とともに歩み続けます。

生徒の声 　総合農業科（環境コース）２年

　私は、森林・林業のプロフェッショナル「山師」を夢見て、総合農業科に入学しました。今は環境コー
スに所属し、３年次には林業を専攻します。日頃の授業や実習はもちろん、熊本県主催の林業就業支援講
習や万

ま え が わ

江川水源の森づくりボランティア、森の聞き書き甲子園、海外研修など様々な経験を積ませていた
だき、充実した高校生活を送っています。今年度は、“農業高校の甲子園”と称される農業クラブ全国大
会の鑑定競技（森林の部）に、本学科16年ぶりの出場も決定しました（県大会２位優秀賞及び４位入賞）。
地域からの応援を励みに、全国大会では最優秀賞を目指して頑張ります！

SPH 事業（ドローン研修） 演習林実習（伐倒作業） 演習林実習（高性能林業機械操作）

球磨林業奨学会（奨学金交付式） 水源の森づくりボランティア 農業鑑定競技（森林の部）
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一般社団法人　日本森林学会　林業遺産選定委員　深
ふかまち

町加
か つ え

津枝

　

北
山
林
業
地
は
、
京

都
市
北
区
中
川
、小
野
、大

森
、杉
坂
、真
弓
（
約
３
，

５
０
０
ha
）
及
び
周
辺
に

位
置
す
る
京
都
市
北
部
や
南
丹
市
内
の
北
山

杉
を
主
と
し
た
森
林
で
す
。
北
山
林
業
の
歴

史
は
古
く
、
水
が
豊
か
で
冷
涼
な
気
候
、
急

峻
な
山
々
が
連
な
り
平
地
が
少
な
い
、
京
都

な
ど
の
消
費
地
に
近
い
、
と
い
っ
た
立
地
特

性
を
基
本
に
、
時
代
に
対
応
し
た
林
業
が
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
北
山
地
域
の
森
林
、

水
系
、
集
落
空
間
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た

固
有
の
林
業
体
系
が
あ
り
、
持
続
的
な
森
林

資
源
の
利
用
に
よ
り
、
京
都
の
み
な
ら
ず
日

本
の
伝
統
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

北
山
杉
を
生
産
す
る
林
業
の
歴
史
は
室
町

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
正
期
ま
で
は
一
つ

の
株
か
ら
数
十
本
以
上
の
幹
を
育
て
る
「
台

杉
仕
立
て
」
が
主
で
し
た
。「
台
杉
仕
立
て
」

の
森
林
は
周
辺
の
ア
カ
マ
ツ
林
、
薪
炭
用
の

広
葉
樹
林
な
ど
と
一
体
と
な
り
、
特
徴
的
な

森
林
景
観
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
期

以
降
に
な
る
と
、
磨
丸
太
の
流
通
範
囲
が
周

辺
地
域
に
広
が
り
、
生
産
量
や
売
上
高
も
昭

和
後
期
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
北
山
杉
の
仕

立
て
は
、
一
斉
林
「
一
代
限
り
丸
太
仕
立
て
」

が
主
と
な
り
、
そ
の
景
観
は
、
小
規
模
に
分

割
さ
れ
た
林
齢
の
異
な
る
林
分
の
モ
ザ
イ
ク

で
構
成
さ
れ
、枝
打
ち
に
よ
り
枝
下
高
の
揃
っ

た
ス
ギ
が
整
然
と
立
ち
並
ぶ
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
一
代
限
り
丸
太
仕
立
て
」
で
は
、
通
直
で

木
肌
の
美
し
い
柱
な
ど
を
生
産
す
る
ス
ギ
の

日本森林学会による

樹齢 400年の台杉北山杉の景観

▲北山杉と杉丸太小屋の景観

◀北山杉の枝打ち

第 回
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品
種
を
密
植
し
、
強
度
の
枝
打
ち
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
育
林
技
術
に
よ
り
、
無
節
、

完
満
、
真
円
と
な
る
長
尺
の
細
丸
太
を
恒
続

的
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業
に

応
じ
た
鎌
や
ナ
タ
な
ど
が
道
具
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
品
質
の
木
材

を
生
産
す
る
た
め
、
き
め
細
や
か
な
伐
倒
・

搬
出
・
加
工
作
業
が
行
わ
れ
、
集
落
内
に
は

加
工
場
と
な
る
杉
丸
太
小
屋
な
ど
の
付
属
屋

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
杉
丸
太
小
屋
は
、
丸

太
生
産
の
作
業
や
丸
太
の
保
管
を
行
う
木
造

建
造
物
で
、
北
山
林
業
の
木
材
の
加
工
の
場

と
し
て
固
有
か
つ
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
丸
太
の
出
し
入
れ
や
通
風
を
考
慮

さ
れ
た
構
造
と
な
り
、
内
部
は
柱
が
な
く
丸

太
を
立
て
か
け
ら
れ
る
よ
う
添
え
木
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
肌
の
磨
作

業
で
は
菩
提
の
滝
か
ら
の
磨
砂
や
清
滝
川
の

水
が
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
の
水
系
と
の

関
わ
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
北
山
丸
太
に
は
磨
丸
太
、
天
然

（
出
）
絞
丸
太
、
人
造
絞
丸
太
等
が
あ
り
、
数

寄
屋
建
築
や
一
般
建
築
等
の
床
柱
、
飾
り

柱
、
タ
ル
キ
材
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
台
杉
は
庭
園
樹
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
北
山
林
業
の
景
観
は
、
川
端

康
成
の
小
説
「
古
都
」
や
東
山
魁
夷
の
絵

画
な
ど
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、「
古
都
」
で

は
、「
清
滝
川
の
岸
に
急
な
山
が
迫
っ
て
く
る
。

や
が
て
美
し
い
杉
林
が
な
が
め
ら
れ
る
。
実

に
真
直
ぐ
に
揃
っ
て
、
立
つ
杉
で
、
人
の
心

こ
め
た
手
入
れ
が
一
目
で
わ
か
る
。」
と
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
、
北
山
杉
・
北
山
丸
太
の
生

産
地
で
あ
る
北
山
林
業
地
域
の
振
興
を
目
的

に
「
京
都
北
山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
北
山

丸
太
や
京
都
の
木
材
が
豊
富
に
使
わ
れ
て

お
り
、
北
山
杉
・
北
山
丸
太
の
育
成
・
生

産
、
北
山
地
域
の
景
観
な
ど
に
関
わ
る
様
々

な
展
示
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
北
山
杉
美

林
の
見
学
」、「
北
山
杉
の
お
箸
づ
く
り
体

験
」
な
ど
北
山
杉
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

伝
え
る
た
め
の
体
験
・
研
修
の
メ
ニ
ュ
ー
が

充
実
し
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
林
業

関
係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
が
連
携
し

た
「
北
山
杉
の
里
中
川
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
」、

「
北
山
杉
・
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
Ｗ
ｏ
ｏ

ｄ
ｙ
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
北
山
林
業
の
景

観
や
北
山
丸
太
を
活
か
す
た
め
の
取
組
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
北
山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
の
代
表

理
事
で
あ
り
、
林
業
を
営
む
吉
田
英
治
さ
ん

は
、「
北
山
林
業
は
、
小
面
積
の
林
分
の
皆
伐

を
繰
り
返
す
こ
と
で
成
立
し
て
き
た
。
林
業

と
い
う
生
業
が
支
え
て
き
た
林
業
景
観
の
多

様
な
価
値
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。」
と
熱
い

思
い
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
北
山
丸
太

生
産
協
同
組
合
の
理
事
・
事
務
局
長
の
松
本

吉
弥
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
な
が

ら
「
多
く
の
人
に
北
山
杉
の
魅
力
を
身
近
に

感
じ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
店
舗
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
の
北
山
杉
を
活
か
し
た
新

し
い
空
間
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
北
山
杉
の
伝
統
を
未
来
へ
。

優
雅
さ
と
風
趣
を
も
ち
な
が
ら
、
自
然
の
ぬ

く
も
り
を
五
感
で
伝
え
る
北
山
丸
太
は
意
匠

材
と
し
て
の
機
能
に
優
れ
、
現
代
建
築
や
身

近
な
木
工
品
と
し
て
も
、
多
様
で
豊
か
な
表

情
を
み
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

京都北山杉の里総合センターの展示

北山杉の加工

北山杉のお箸づくり

北山杉の運搬
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平
成
29
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
に
身
近
な
国
有
林
野
の
取

組
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
29
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
野
事
業
は
平
成
29
年
度
で
一
般
会
計
化
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
節
目
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
推
移
の
グ
ラ
フ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　

日
本
の
国
土
の
約
２
割
、森
林
面
積
の
約
３

割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、そ
の
多
く
が
奥
地

脊せ
き
り
ょ
う梁
山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、国
土
保

全
や
水
源
涵か
ん
よ
う養
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
【
図
１
】。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理

経
営
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
有
林

野
を
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て
５
つ
の
タ

イ
プ
に
区
分
し
、
森
林
施
業
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
山
地
災
害
防
止
タ
イ
プ
」
で

は
、
土
砂
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
等
の
山
地
災

害
等
を
防
ぐ
た
め
、
間
伐
等
の
施
業
に
よ
り

下
層
植
生
の
発
達
等
を
促
し
て
い
ま
す
。「
自

然
維
持
タ
イ
プ
」
で
は
、
特
に
原
生
的
な

森
林
生
態
系
や
希
少
な
生
物
が
生
育
・
生
息

し
、
厳
格
な
保
護
・
管
理
が
必
要
な
森
林
を

保
護
林
と
し
て
設
定
す
る
な
ど
、
森
林
生
態

系
の
保
全
等
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
水
源
涵
養
タ
イ
プ
」
で
は
、
渇
水
や

洪
水
の
緩
和
等
を
目
的
と
し
て
、
長
伐
期
施

業
や
育
成
複
層
林
、
針
広
混
交
林
等
へ
導
く

た
め
の
施
業
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
１
】。

　

あ
わ
せ
て
、こ
れ
ら
の
区
分
に
応
じ
た
適
切

な
森
林
整
備
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
木
材

を
計
画
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、木
材
等

生
産
機
能
を
安
定
的
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

	

路
網
の
整
備

　

森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
林
産
物
の

供
給
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森

林
作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
に

国有林野
森林管理局界
都道府県界

北海道森林管理局

東北森林管理局

関東森林管理局

小笠原諸島

中部森林管理局

近畿中国森林管理局

琉球諸島・奄美群島

九州森林管理局

林野庁

四国森林管理局

取 組
国有林野事業の

図 1 国有林野の分布
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沿
っ
た
線
形
と
し
、
現
地
で
発
生
す
る
木
材

や
土
石
を
活
用
す
る
な
ど
コ
ス
ト
の
縮
減
等

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組

に
つ
い
て
、
現
地
検
討
会
等
に
よ
り
、
民
有

林
へ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
有
林
野
と
民
有
林
野
が
近
接

す
る
地
域
で
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
た
計

画
的
か
つ
効
果
的
な
路
網
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

	

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
整
備
や

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
、
保
安
林
の
機
能

の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
森
林
整
備
等
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
つ
い

て
、
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野

及
び
民
有
林
野
の
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握

す
る
た
め
、
福
岡
県
と
連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
民
有
林
に
お
い
て
直
轄
治
山
災
害
関
連

緊
急
事
業
を
行
う
等
早
期
復
旧
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
【
写
真
２
】。

	

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
・
貯
蔵
を
進
め
る
た
め
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
や
治
山
施
設
等
に
お
け
る
木
材
利

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
約
11
万
ha
の
間
伐
を
実
施

し
、
林
道
事
業
及
び
治
山
事
業
に
お
い
て
木

材
・
木
製
品
を
約
５
万
㎥
使
用
し
ま
し
た
【
写

真
３
】。

	
生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
野
は
、
全
国
各
地
に
所
在
し
、
多

様
な
植
生
を
有
す
る
な
ど
、
我
が
国
全
体
の

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
根
幹
と
し
て
、
生

物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
保
護
林
」や「
緑
の
回
廊
」を
設

定
し
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
保
全
・
管
理
と
柔
軟
な
見
直
し
等
を
推

進
し
て
い
る
ほ
か
、渓
流
等
と
一
体
と
な
っ

た
森
林
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
森
林
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
、こ
れ
ら

を
通
じ
て
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可

能
な
利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
保
護
林
区
分

の
再
編
を
行
い
、
今
後
は
す
べ
て
の
保
護

林
に
つ
い
て
、
簡
素
で
効
率
的
な
管
理
体
制

の
下
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

厳
格
な
保
護
・
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
【
図
２
】。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
28
年
に
米

軍
か
ら
沖
縄
本
島
北
部
の
約
４
千
ha
の
土
地

が
返
還
さ
れ
、
地
元
市
町
村
等
と
検
討
を
行

い
、
新
た
に
「
や
ん
ば
る
森
林
生
態
系
保
護

地
域
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
原
則
と

し
て
人
為
を
加
え
ず
に
自
然
の
推
移
に
委
ね

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
【
写
真
４
】。

	

森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
民
有
林
関
係
者
等
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
活
用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い

ま
し
た
。

・	

コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
や
、
伐
採
か
ら
造
林

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
実
証
や
民
有
林
へ
の
普
及

を
推
進
し
ま
し
た
【
図
３
】。

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

880
890
900
910
920
930
940
950
960
970
980
990

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

915

965 968 968 977再  編

843 849 853 855 666
（千ha） （か所）

面積 箇所
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写真 3

写真 2

図 2

成林した針広混交林の様子
（中部森林管理局）

木材を利用した治山ダムを施工し
ている様子（北海道森林管理局）

上空から見た豪雨による被災状況
（九州森林管理局）

保護林の設定状況

現地での職員の対
応の様子
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・	

林
業
事
業
体
の
創
意
工
夫
を
促
進
し
、
施

業
提
案
や
集
約
化
の
能
力
向
上
等
を
支
援

す
る
た
め
、
総
合
評
価
落
札
方
式
や
複
数

年
契
約
等
の
活
用
に
取
り
組
む
ほ
か
、
都

道
府
県
等
と
連
携
し
た
森
林
整
備
や
素
材

生
産
の
発
注
情
報
の
公
開
を
試
行
す
る
な

ど
、
情
報
発
信
の
取
組
を
推
進
し
ま
し
た
。

・	

森
林
管
理
署
と
民
有
林
所
有
者
等
が
協
定

を
締
結
し
、
双
方
が
連
携
し
て
森
林
施
業

を
進
め
る
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
を
設

定
し
、
国
有
林
野
と
民
有
林
野
を
接
続
す

る
効
率
的
な
路
網
の
整
備
や
、
木
材
の
協

調
出
荷
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・	

専
門
的
か
つ
高
度
な
知
識
・
技
術
と
現
場

経
験
を
持
ち
、
地
域
に
お
い
て
指
導
的
な

役
割
を
果
た
す
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
）
等
の
育
成
に
取
り
組
み
、
地

域
の
林
業
関
係
者
の
連
携
促
進
や
「
市
町

村
森
林
整
備
計
画
」
の
作
成
と
そ
の
達
成

に
向
け
た
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・	
産
学
官
連
携
の
下
、
民
有
林
経
営
へ
の
普

及
を
念
頭
に
置
い
た
林
業
の
低
コ
ス
ト
化

等
に
向
け
た
技
術
開
発
や
、
実
用
段
階
に

到
達
し
た
先
駆
的
な
技
術
や
手
法
に
つ
い

て
事
業
レ
ベ
ル
で
の
試
行
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
保
育

作
業
に
係
る
労
働
者
の
負
担
軽
減
と
安
全
確

保
、
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
10

月
以
降
に
下
刈
を
行
う
冬
期
下
刈
の
試
験
区

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
冬
期

下
刈
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
得

ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
民
有
林
の
関
係

者
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
【
写
真
５
】。

	

国
民
の
森も

林り

と
し
て
の
管
理
経
営

　

学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結

び
、
様
々
な
自
然
体
験
や
自
然
学
習
を
進
め

る
「
遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」
の
設
定
・
活
用
な
ど
、
森

林
環
境
教
育
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
【
写
真
６
】。

　

ま
た
、
自
ら
森も

り林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と

い
う
国
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を

結
び
、
国
有
林
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
森

林
づ
く
り
を
進
め
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
等

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
技
術
指
導
等
の
支

援
を
行
い
、
国
民
参
加
の
森も

り林
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
【
図
４
】。

	
国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

　

来
訪
者
の
集
中
に
よ
る
植
生
の
荒
廃
等
が

懸
念
さ
れ
る
世
界
自
然
遺
産
地
域
や
日
本
百

名
山
等
の
森
林
で
の
巡
視
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
住
民
等
と
連
携
し
つ
つ
、
伐
倒
駆
除
等
の

被
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

地
域
の
関
係
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携

し
、生
息
状
況
調
査
や
個
体
群
管
理
、防
護
柵

設
置
等
の
被
害
防
止
対
策
や
ジ
ビ
エ
利
用
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
【
図
５
】。

	

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
森
林
整
備
の

結
果
得
ら
れ
る
木
材
の
持
続
的
・
計
画
的
な

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ま

で
未
利
用
で
あ
っ
た
小
径
材
等
に
つ
い
て
も
、

安
定
供
給
を
通
じ
た
新
た
な
需
要
の
開
拓
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
の
国
有
林
材
供
給

量
は
４
４
０
万
㎥
（
丸
太
換
算
）
と
な
っ
て

い
ま
す
【
図
６
】。
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写真 5

図 3

写真 4

写真 6

やんばる森林生態系保護地域の様子
（九州森林管理局）

ネイチャーゲームを行っている様子
（中部森林管理局）

冬期下刈区の植栽から10年後の様子（夏期
下刈区との植栽木の成長差はほとんど見ら
れない）（四国森林管理局）

国有林野における伐採と造林の一貫作業
の実施状況
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ま
た
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流

通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
合
板
工
場
や
製

材
工
場
等
と
協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
材
を

安
定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
等

を
推
進
し
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

	

国
有
林
野
の
活
用

　

優
れ
た
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自
然
観

察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
た
国
有
林
野

を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
設
定
し
、

魅
力
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
よ
う
、
地
域

と
連
携
し
た
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
【
図
７
】。

　

平
成
29
年
度
は
各
地
の
森
林
資
源
の
特
性

を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
等
が
新
た
な
観
光

事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
マ
ッ
チ
ン
グ
・
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
農
山
村
地
域
で
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
等
の
関
係
者
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

	

国
有
林
野
と
民
有
林
野
の

一
体
的
な
整
備
及
び
保
全

　

国
有
林
野
に
隣
接
・
介
在
し
、国
有
林
野
の

公
益
的
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
民
有
林
野
に
お
い
て
、「
公
益
的
機
能
維

持
増
進
協
定
」を
活
用
し
、間
伐
や
外
来
樹
種

の
駆
除
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
、
15
の
地
域
に
お

い
て
森
林
所
有
者
等
と
協
定
を
締
結
し
、
そ

の
整
備
・
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

	

国
有
林
野
の
事
業
運
営

　

伐
採
、
植
栽
及
び
保
育
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
取
り
組
み
、
効

率
的
な
管
理
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫
量

の
確
保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
事
業
実
行
に
努
め
、平
成
29
年
度

は
１
４
９
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、累
積
返

済
額
は
５
６
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
国
有
林
野
の
管
理
経
営

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
、
地
域
に
密
着
し
た
国
の
出
先
機
関
と
し

て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
た
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
に
つ
い
て
は
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
平
成

29
年
度
末
ま
で
に
、
国
有
林
野
と
県
か
ら
復

旧
要
請
の
あ
っ
た
民
有
林
野
を
合
わ
せ
た
約

59
㎞
の
復
旧
に
着
手
し
、
植
栽
に
つ
い
て
は
、

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
に

お
い
て
は
、
地
元
市
町
村
か
ら
事
業
再
開
に

つ
い
て
強
い
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
震
災

発
生
以
降
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
木
材
生
産

事
業
等
を
平
成
29
年
秋
に
再
開
し
ま
し
た
。
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図 4

図 5

図 6

図 7

国民参加の森林づくり協定数及び協定面積

国有林野におけるシカ捕獲頭数

国産材供給量に占める国有林材（丸太換算）の割合

レクリエーションの森の現況及び利用者数



　林野庁は９月28日に、我が国の木材需給の状況を明らかにする「平成29年木材需給表」を公表しました。

　平成29年の木材の総需要量は、8,172万㎥（丸太換算。以下同じ。）で前年に比べ4.7%増加しました。この結

果、10年ぶりに８千万㎥台に達しました。

　国内生産量は2,953万㎥で前年に比べ8.8%増加し、輸入量は5,219万㎥で前年に比べ2.5%増加しました。

　平成29年の製材、合板等の用材の自給率は前年から0.4ポイント上昇して31.5%となり、用材にしいたけ原

木及び燃料材を加えた総量の自給率は、前年に比べて1.3ポイント上昇し、36.1%となりました。用材、総量と

もに自給率は、平成23年から７年連続で上昇しています。

　より詳しい「木材需給表」の内容は下記のURLから御覧になれます。

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/mokuzai_zyukyu/index.html

「平成29年木材需給表」の公表について
～木材自給率は７年連続で上昇～

TOPICS

02

木材の供給量及び木材自給率の推移
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て
、
私
で
も
で
き
る
の
か
な
？
と
不
安
で
し
た

が
、
や
っ
て
み
る
と･･･

お
も
し
ろ
い
！
！
！

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
感
覚
で
、
操
縦
席

を
離
れ
た
く
な
か
っ
た
で
す
。

　

む
し
ろ
、
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
よ
り
林
業
機
械

の
操
縦
の
方
が
面
白
く
感
じ
ま
し
た
！
単
に
掴

ん
で
伐
る
の
で
は
な
く
、
周
囲
の
安
全
に
配
慮

し
た
り
、
伐
倒
方
向
を
考
え
な
が
ら
操
縦
し
て

い
る
う
ち
に
、
時
間
を
忘
れ
て
熱
中
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
機
械
な
の
で
体
力
は
使
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
女
性
の
私
で
も
ボ
タ
ン
や
レ
バ
ー

の
操
作
さ
え
で
き
れ
ば
重
い
木
を
伐
っ
た
り
運

ん
だ
り
で
き
、
頭
を
沢
山
使
っ
た
講
習
で
し
た
。

　

日
常
で
は
林
業
機
械
を
見
る
こ
と
は
中
々
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
度
見
る
と
、
そ
の
か
っ
こ
よ

さ
や
面
白
さ
の
虜
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
操
縦
で
き
た
ら
、
も
っ
と
ハ
マ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演

会
が
、
11
月
18
、19
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
あ
ま
り
林
業
に
な
じ
み
の
な
い
都
市
住

ま
い
の
方
も
、
林
業
機
械
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
沢
山
の
方
が
そ
の
魅
力
に
触
れ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
！

　

特
に
19
日
の
月
曜
日
に

は
、
林
業
機
械
の
操
作
実

演
を
私
が
す
る
予
定
で
す
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、
一
人
の
女
子
大
生

が
楽
し
く
操
作
を
し
て
い

る
様
子
で
魅
力
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！

や
っ
て
み
る
と
…
お
も
し
ろ
い
！

　

６
月
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講
習
に
引
き
続

き
、
今
月
は
車
両
系
林
業
機
械
の
操
縦
講
習
を

受
け
て
き
ま
し
た
！
主
に
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
ハ
ー

ベ
ス
タ
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　

機
械
を
操
縦
す
る
前
は
、
難
し
そ
う
に
思
え

　

観
光
業
に
お
い
て
は
日
本
も
世
界
も
「
み
ど

り
、
自
然
、
森
林
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
。
旅
行
プ
ラ
ン
を
立
て
る
に
は
ス
ト
ー

リ
ー
が
必
要
で
す
。
森
は
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
に
と
て
も
良
い
題
材
で
す
。
森
は
、
水
、
海

へ
と
繋
が
り
、
そ
こ
か
ら
食
べ
物
や
文
化
な
ど
、

全
て
に
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
み
ど
り
の
女
神
、
か
つ
、
こ
れ
か
ら
観

光
業
界
を
目
指
す
身
と
し
て
、
そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
意
識
し
、
森
の
繋
が
り
を
楽
し
く
発
信

す
る
こ
と
で
、
森
林
に
多
く
の
人
の
目
を
向
け

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
を
再
認
識

　

日
本
最
大
の
旅
行
博
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
は
世
界
各
地
の
魅
力
を

紹
介
す
る
ブ
ー
ス
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
私
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
挨
拶
の
た
め

に
登
壇
し
、
千
人
以
上
の
旅
行
関
係
者
の
前
で
、

森
林
と
旅
行
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
つ

い
て
お
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
空
き
時
間
は
と

に
か
く
会
場
を
歩
き
回
り
、
世
界
と
日
本
の
観

光
を
味
わ
う
こ
と
に
集
中
し

ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
感
じ

た
特
徴
で
す
が
、
地
域
の

自
然
を
観
光
の
中
心
に
推
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た

で
す
。
私
は
み
ど
り
の
女
神

の
活
動
で
、
日
本
は
狭
い
国

土
の
割
に
樹
種
が
非
常
に
多

く
、
地
域
に
よ
っ
て
自
然
の

楽
し
み
方
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
と
習
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て

実
際
に
ブ
ー
ス
を
歩
い
て
み

る
と
日
本
の
自
然
は
こ
ん
な

に
多
く
て
綺
麗
な
の
か
！
と

沢
山
の
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
半
年
間
で
全
国
各
地
に

か
な
り
行
っ
た
つ
も
り
で
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

行
っ
て
み
た
い
と
思
う
発
見

や
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
。

みどりの
女神が行く！

竹川 智世（たけかわ ちせ）

フォワーダ操作実習

グラップルで丸太をつかむ！
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